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Ⅰ. 日本チームが FIE 公式チームランキングにより出場権を獲得した場合、もしくは開催

国枠を使用し団体戦に出場する場合の選手選出方法 

 ・代表候補選手（団体戦、個人戦共） 

  ① 2019年 4月 3日から 2020年 4月 4日までの FIEの競技会にて獲得したポイント

数に従って確立される FIE公式個人ランキングの日本人上位 2名。 

② JOC エントリー提出期限直前までの試合結果やコンディションによって強化本部

が推薦する選手 1名。 

 ・リザーブ候補選手 

JOC エントリー提出期限直前までの試合結果やコンディションによって強化本部が推

薦する選手 1名。 

 ・補足基準 

  代表候補選手およびリザーブ候補選手が故障等で大会参加が不可能となった場合、そ

の代替候補選手は強化本部にて選出（推薦）する。 

 

Ⅱ.  FIE 公式チームランキングによる出場権以外の出場資格について 

・2019年 4月 3日から 2020年 4月 4日までの FIEの競技会にて獲得したポイント数に

従って確立される FIE 公式個人ランキングで、FIE 公式チームランキングを通して有

資格となったNOC 別と武器別の全選手の氏名を除くアジア・オセアニアゾーンの FIE

公式個人調整済みランキング（以下、個人 AOR）上位 2 名に出場資格が与えられる。

（但し、各 NOCで各種目 1名のみ） 

・アジア・オセアニアゾーン最終選考会の最上位者各種目 1 名。最終選考会への参加は

各 NOCで各種目 1名迄であり、FIE公式チームランキング、またはゾーン別個人 AOR

で出場資格を獲得した種目のNOCは出場できない。日本人選手が出場する場合は、選

考会エントリー直前の各種目の FIE個人ランキング最上位選手とする。 

 

Ⅲ. 開催国枠（ホスト国資格）について 

・開催国枠として 8つ（8名分）の資格が与えらえる。この開催国枠については強化本部

にて、FIE のランキング等を考慮した上で、メダル獲得の可能性の高い種目や個人に

分配をする。 

 

※ NOCが取得できる出場資格は各種目 3名まで。 


